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要 旨 
目的： 
世界中で負傷者の多くの割合は、飲酒に起因するもので、アメリカにおいては、人種、

民族グループによって飲酒パターンがかなり異なることが示されている。 
方法： 
著者らは、アメリカにおける飲酒に起因する傷害と同様に血中アルコール濃度陽性の傷

害や死亡の割合を人種や民族の違いに関して 19 の論文から検討した。 
結果： 

19 の論文から得た結果は、他の民族や人種と比較するとネイティブアメリカンは、アル

コールに起因した車両の衝突事故での死亡や自殺が多く、逆にアジアの民族においては、

アルコールに起因する傷害が少ないことがわかった。ヒスパニック系民族における血中ア

ルコール陽性と中毒の割合は、飲酒量から推定されるよりかなり高かった。また、黒人の

サブグループは、子供に致命的な傷害を負わせたドライバーも含め、血中アルコール濃度

の陽性者は予測よりも高かった。 
まとめ： 
これらの結果は、飲酒と傷害に関して、ネイティブアメリカンの集団において公衆衛生

で継続して注視する必要性を強調している。さらに、ヒスパニック系民族と黒人のグルー

プの飲酒に起因する傷病死亡率と報告される飲酒率との差については、見落とされがちで

ある。著者らによる、アルコールに起因する傷害の人種/民族格差の潜在的な社会的決定要

因を検討は、これらのパターンのさらなる研究の重要性を示唆する。 

 




